研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　訪問看護ステーション　五福　　職　種　准看護師　　　　氏　名　　藤田　タイ子

	期　　間　　平成　１８年　９月　１９日　～　平成　１８年　９月　１９日

	出張目的　第３回家族看護学セミナー

	出 張 先　青森県立保健大学

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察・感想＞

　今回、家族看護を詳しく知る機会となり、特に印象に残ったことは渡辺先生の講義でした。

日頃、訪問看護業務にあたりつまずき、悶々としていたことが解決できたように感じました。

病人を抱える家族、本人の悩みを分かろうとし「病んだ人を取り巻く状況、環境、抱える問題はなった人でなければわからない」という言葉を聞くたびに、むなしさや疎外感を感じ自分の役目は？と考ていました。しかし、講演後は同じ問題が起こったとしたら悩むことなく対応出来そうな自分の意識を感じ、同時にステーションスタッフにも伝えたい感情がありました。

渡辺先生の家族に寄り添った感性、その人の皮膚に入るという事。深く考えさせられました。

　講義「家族看護を視野に入れた事例検討の仕方」　　講師：山本春江氏

＜事例検討の意義＞

1 千差万別の家族に対する支援について学びあう為

2 家族看護上の「問題」を明らかにする為　→家族が問題ととらえ決定する

3 家族が「問題」を解決するのを支える事が出来るように、その方法を探る為

4 自分の家族看護に対する考え方を明確にする為

5 家族看護の理論化・普遍化をめざして

＜事例検討の進め方＞

①「問題」を明確にする

②「仮説」を立てる

③実践案を出し合う（具体的・実践的・看護職として）

＜問題を明確にする＞

1 看護師が「問題」に思っている事は何か

2 家族が「問題」に思っている事は何か

3 「問題」を明確にする為に必要な情報は何か

4 「問題」は誰にとって、どのように問題か

5 「問題」は今解決しなければいけない問題か

それとも将来起こりうることが予測される問題か

6 「問題」は１つか複数か　それらに関係はあるか

7 本当に家族の「問題」か

＜仮説を立てる＞

①「問題」を解くための糸口は何か

②家族の持っている「強み」や「資源」は何か

③近所や地域の家族がつかえる「資源」は何か

④家族がどうなればいいのか（初期目標）

⑤家族の将来像を考える（長期目標）

⑥家族自身はどのように考えているか

＜実践案を出し合う＞

①「解決」の糸口は何か

②家族が実行できるように具体的に考える

③考えられるアイディアをいくつでも出し合う　そのメリット・デメリットを検討する

④何らかの始めるといいか優先順位を決める

⑤家族が実行しやすいようにどのように環境を整えるか

＜留意点＞

①決められた時間内で、

②誰のが率直に

③原則として出た意見を全て活かし、

④グループとしての意見を出来るだけ明確に

「事例検討：家族ケアに焦点をあてた事例の分析」　　講師：渡辺裕子氏

　グループセッション

　発表

事例Ａ

Ａさん：４０才代。３年前にＡＬＳと診断され外来通院中。最近では、球麻痺がすすみ呂律不良気味で声が聞き取りづらくなってきている。また、四肢麻痺もあり、歩行はゆっくりで立ち上がりはスムーズではない。将来のことをふまえ、人工呼吸器・胃ろうの説明が医師よりあるが、「家族に看護してもらうつもりはない」と本人は拒否している。　家庭内では長年、義父の介護をしていた。

夫：４０代。ＡさんについてＤｒより説明を受けているが、病気にたいして理解をしているかは不明。

義妹：Ａさんの近所に住み、外来通院援助など協力的。

義父：脳卒中で寝たきり。Ａさんが殆ど介護をしていた。

義母：夫の世話は嫁のがするものだと考えており、Ａさんの病気のことも理解していない？

家事にも否協力的。

実母：「家に帰って来なさい。我満しないで。お母さんが診るから。」と話している。Aさんが本心を

　　　泣きながら訴え、不憫に感じている。

長女：大学生　東京在。

長男：高校生。

　グループ発表後

＜渡辺裕子先生より＞

                  　　　　　　　　両親（義）・姉妹

                                     ↑

　　　　　　　　本人　←　病気によって何を失ったか？　→夫　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　　   子供

　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　＜看護者＞

　　　　　　　　　　　　　　　豊に思い描かなければ投げかけられない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　

　　　　　　　　　　　　　　　工夫してみる事や対処してみる事等を投げかける事が出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　　　本人の皮膚の中にはいって考える

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊先走るとずれてくる！　


・何に苦しみ何を悩んでいるか分かち　　
　　　合いたい

· 一緒に考え歩んでいくつもりなので

教えていただきたい

　　　　　　　　


　　　　　関心を示す


　　　　　　　　　　　　　　相手の立場に立って思い描いて見る



　＜家族＞

　　家族なりにがんばっている事がある

　　　　　　　　　　↓　　　　　

　そこに焦点をあてて今に至っているのか　　　　　　　　　　　　　　＜本人＞

　　　　　　　　　　↓　　　　　も考える　　　　　　　　　　　　　価値観、歴史がある　

　　　　　　　家族の力が見える！　　　　　　　　　　　　　　　　　その上での理解をする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　決定は家族・本人　　　　生きかたの問題と受けとめる

　　　　　　　　　　　　　　　

　













相手の立場に立ちきって考えてみる








この様な事を考える事により家族へ投げかけていくポイントとなる
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